
令和５年度第１回 湯沢町地域公共交通活性化協議会 次第 

 

日時：令和５年８月 30日（水）10：00～ 

会場：湯沢町役場 ３階大会議室 

 

１．あいさつ 

 

 

２．議事 

議題１ 令和４年度事業報告及び収支決算について（資料１～３） 

 

  

 議題２ 令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について（資料４、５） 

 

  

 

３．その他 
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令和４年度事業報告 

１．協議会の開催 

No 開催年月日 内容 

第１回 R4.4.18（月） 

・委嘱状の交付 ・監査員の選出 

・湯沢町地域公共交通活性化協議会について 

・令和４年度事業計画(案)及び収支予算（案）と金融機関に 

ついて   

・湯沢町公共交通計画の策定について  

第２回 R4.7.25（月） 

・湯沢町の現状の交通環境について 

・地域公共交通計画策定に向けた考え方について 

・実態アンケート調査について 

第３回 R4.11.22（火） 

・町民アンケート及び事業者へのヒアリング結果について 

・アンケート結果等から見た課題と対応について 

・湯沢町地域移動環境計画（モビリティプラン）（仮）の  

内容について 

第４回 R5.1.18（水） ・湯沢町地域移動環境計画（案）について 

第５回 R5.3.27（月） 

・パブリックコメントへの対応と湯沢町地域移動環境計画

（案）の修正について 

・ゆざわナイトマルシェ＆シャトル＆冬花火のアンケート

結果について 

 

２．実施事業 

内容 時期 費用 

湯沢町地域公共交通計画 

の策定 

R4.5.20 

～R5.3.31 

総額：5,357,000円（業務委託先：エヌシーイー㈱） 

内補助金：1，607，100 円 

補助金名：令和４年度地域公共交通確保維持改善

事業費補助金（地域公共交通調査事業） 

（計画策定のための調査等） 

①町民アンケート  

対象：15歳以上の全町民 3,940世帯、7,272人 回答：2,305件（回収率 31.7％） 

②事業者へのヒアリング 

対象：交通事業者、宿泊事業者、索道事業者、福祉関連機関 

③パブリックコメント 

期間：R5.1.30～2.28（30 日間）  受付件数：28 件（意見数 82件） 

■湯沢町地域公共交通計画・・・「湯沢町地域移動環境計画」（令和５年３月策定） 

 以下の計画を包括する「湯沢町地域移動環境計画」として策定 

 （包括計画）・地域公共交通計画 ・都市、地域総合交通戦略 ・自転車活用推進計画 

 ・歩行者マスタープラン 

（対象区域）湯沢町全域 

（計画期間）2023年度（令和５年度）～2027年度（令和９年度）までの５年間 
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1　収入

款 項 目 予算額 決算額 比較増減

１負担金 １負担金 １負担金 4,010,000 3,946,707 △ 63,293 町負担金

２補助金 １補助金 １補助金 1,607,000 1,607,100 100

３繰越金 １繰越金 １繰越金 0 0 0

４諸収入 １諸収入 １諸収入 0 38 38 預金利息

合 計 5,617,000 5,553,845 △ 63,155

２　支出 （単位：円）

款 項 目 予算額 決算額 比較増減

１運営費 ○委員報酬 126,500

○旅費（委員費用弁償） 47,380

○会議お茶代 12,185

２事務費 １事務費 20,000 10,780 △ 9,220 口座振替手数料

２事業費 １事業費 １事業費 5,357,000 5,357,000 0 地域公共交通計画策定業務委託

３予備費 １予備費 １予備費 0 0 0

合 計 5,617,000 5,553,845 △ 63,155

湯沢町公共交通活性化協議会　令和４年度収支決算

（単位：円）

摘要

摘要

１会議費 １会議費 240,000 186,065 △ 53,935

国庫補助
地域公共交通調査事業（計画策定事業）
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令和５年度事業計画（案） 

 

１．協議会の開催 

協議会 内容 時 期 

第１回 
・令和４年度事業報告及び収支決算について 

・令和５年度事業計画及び収支予算について 

令和 5年 

8月 30日 

第２回 
・計画に基づく事業の進捗確認等について 

・利便増進計画策定に向けた進捗について など 

令和 5年 

12月頃 

第３回 
・計画に基づく事業の進捗確認、振り返り等について 

・利便増進計画策定の進捗について 

令和 6年 

３月頃 

 

２．計画に基づく事業等 

事業 時 期 

湯沢町地域移動環境計画に基づく各種施策の推進 令和５年度中 

利便増進計画策定に向けた準備等 令和５年度中 

 

資料４ 
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（湯沢町地域移動環境計画） 

【目標・施策ごとの当年度の対応方針】 

 

目標１ 将来にわたり、安心して暮らせる移動環境の整備 

 

施策 1-1送迎バス等を組み合わせた路線バスの効率化・サービスレベル向上 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 送迎バスの路線バスへの転換・統合 検討 関係機関との調整 

2 路線バスの運行頻度の増加・運行時間の拡大 検討 関係機関との調整 

湯沢町、交通事業者、索道事業者、宿泊事業者 

 

施策 1-2持続可能な運行に向けた財源確保の検討 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 統一された乗車券の販売 実験 
バスとシェアサイクル等を組み合わせた

乗車券の実験に向けた検討 

湯沢町、交通事業者、索道事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 1-3移動サービスの空白時間・地域におけるデマンド交通等の導入 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 
移動サービスの空白時間・地域におけるデマン

ド交通等の導入 
検討 施策 1-1-1と併せて検討 

湯沢町、交通事業者 

 

施策 1-4自転車通行空間の計画的な整備推進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 自動車通行空間の計画的な整備推進 検討 
一部区間で試験施工（L＝2.5㎞） 

【別添資料１】 

道路管理者、警察 
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2 

 

 

目標２ 誰もが利用しやすい移動環境の整備 

 

施策 2-1移動サービスの情報提供コンテンツの統一化 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 系統番号の附番 ○ 

冬季から全路線バス・送迎バスへの附番

を昨年度に合わせて実施【別添資料２】 

スキー場・宿泊施設への周知・活用を依頼 

（案内誘導での利用） 

2 越後湯沢駅構内の案内サイン見直し ○ 
乗り場案内の設置【別添資料２】 

秋の紅葉シーズンから見直し 

3 総合的情報提供の実施 ○ 
乗り場案内の設置【別添資料２】 

バス案内の資料作成 

交通事業者、索道事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 2-2越後湯沢駅の乗り場環境整備 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 越後湯沢駅乗降場の整備・再配置 実験 

スキー場送迎バス乗り場の集約【別添資

料２】 

宿泊施設送迎バスの乗り場明確化 

2 
観光案内所の機能強化・情報提供の拡充・待合

環境の改善 
実験 

乗り場案内の設置【別添資料２】 

バス案内の資料作成 

デジタルサイネージの整備【別添資料２】 

3 観光シーズンの案内スタッフの配置 実験 
スキーシーズンにおける人の配置【別添

資料２】 

交通事業者、索道事業者、宿泊施設、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 2-3乗換拠点の環境整備 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 
デジタルサイネージ等を活用した情報提供の実

施 
実験 施策 2-2で実施 

2 案内所機能の整備 検討 施策 2-2で実施 

3 乗り換え拠点の整備 検討 
利便増進計画に位置付けるための検討の

実施 

湯沢町、交通事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 2-4町内移動サービスの乗車件の統一 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 統一された乗車券の販売 実験 
バスとシェアサイクル等を組み合わせた

乗車券の実験に向けた検討 

2 QRコードなどの検討 検討 
利便増進計画に位置付けるための検討の

実施 

湯沢町、交通事業者、湯沢町観光まちづくり機構 
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施策 2-5越後湯沢駅周辺歩行空間の利用環境の更なる向上 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 共同荷捌きスペースの設置検討 -  

2 自動車進入抑制方策の検討 -  

3 ベンチの設置、オープンカフェ等 検討 
ナイトマルシェ等の実施結果を踏まえな

がら検討 

湯沢町、湯沢町観光まちづくり機構、警察、道路管理者 

 

施策 2-6移動サービスデータ等のオープン化 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 バスデータのオープンデータ化 ○ 

南越後観光バスのデータのオープン化を

推進 

スキー場送迎バスについて引き続き検討 

2 自動車ネットワークデータのオープンデータ化 検討 魚沼 GCRの位置づけを見ながら検討 

3 スキー・トレッキング等データ整備の検討 検討  

湯沢町観光まちづくり機構、交通事業者、索道事業者、宿泊施設 

 

施策 2-7駐車場の整備による自転車利用環境の改善 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 駅利用者の駐輪場の整備 ○ 整備済み駐輪場の使いやすさ向上の検討 

2 バス停への駐輪場の設置 -  

3 商店街内への自転車ラック整備 -  

湯沢町、交通事業者、商工会、湯沢町観光まちづくり機構 

 

  



4 

 

目標３ 観光を支え、魅力を高める移動環境の整備 

 

施策 3-1新たなモビリティの活用 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 シェアサイクルなどの導入 検討 
事業者を交えた意見交換・検討の実施 

実験的導入も検討 

2 グリーンスローモビリティの導入 -  

3 電動キックボード等の導入 検討 事業者を交えた意見交換・検討の実施 

湯沢町、湯沢町観光まちづくり機構、新モビリティ事業者 

 

施策 3-2路線バスの急行便や予約・定員制の導入による高付加価値路線の設定 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 高付加価値バスの運行 実験 宿泊施設と連携した実験の検討 

交通事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 3-3通年アクティブ・ツーリズムに対応した移動環境の整備 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 観光客の需要に併せたバス運行形態の検討 - 施策 1－1で検討 

2 サイクルトレイン・サイクルバスの実施 - バス事業者と検討 

交通事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 3-4越後湯沢駅の観光案内所の機能強化 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 越後湯沢駅へのゲートウェイ機能の付加 実験 各施策を統合し案内整備等による実施 

2 
観光案内所の機能強化・情報提供の拡充・待合

環境の改善（再掲） 
- 施策 2－1で実施 

3 モビリティ・コンシェルジュ機能の付加 検討 実施に向けた検討・先進事例調査 

交通事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 3-5運行時間帯の拡充による朝・夜間移動手段の確保 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 最終バスの繰り下げ、朝の増便 実験 実験実施の検討 

2 朝・夜間送迎サービスの活用 実験 実験実施の検討 

湯沢町、交通事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 3-6誰もが楽しめるサイクルコンテンツの整備と受け入れ整備の拡充 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 サイクリングガイドの養成 検討 講習受講（雪国観光圏）などを踏まえ検討 

2 ポタリングなどの商品醸成 検討 商品造成に向けた検討 

3 多様な自動車レンタルの実施 ○ 
カーゴバイク・チャイルドトレーラーの

実験的導入を検討 

湯沢町観光まちづくり機構、観光事業者 
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施策 3-7世界に誇りうるサイクルルートの整備と環境の創出 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 雪国魚沼ゴールデンサイクルルートの整備 ○ 施策 1－4と連携して実施 

2 サイクルステーションの整備 ○  

湯沢町、交通事業者、宿泊事業者、湯沢町観光まちづくり機構 

 

施策 3-8アーバンスポーツと一体となったサイクルスポーツ振興の推進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 山岳地を利用した自動車商品の醸成 検討 施策 3－6 

湯沢町、湯沢町観光まちづくり機構 
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目標４ 交通事故の抑制による安全安心な交通環境の実現 

 

施策 4-1学校等における交通安全教育の推進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 交通安全教育の実施 ○ 湯沢学園での実施 

湯沢町 

 

施策 4-2自動車の安全利用の促進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 自転車ルールマナーの啓発 ○ 

広報ゆざわでの掲載（6月実施済み） 

【別添資料３】 

更なる実施を検討 

湯沢町、警察、観光事業者（レンタサイクル事業者） 

 

施策 4-3自転車盗難対策の推進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 防犯登録の推進 ○  

2 駅利用者への駐輪場の整備 ○  

湯沢町、警察、観光事業者（レンタサイクル事業者） 

 

施策 4-4高齢者の運転免許証返納の促進 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 高齢者への運転免許証返納促進 ○  

湯沢町、警察、観光事業者 

 

施策 4-5シッパネ防止の啓発 

施策 R5 当年度の対応方針 

1 シッパネ防止の啓発 ○ 広報及び町内各施設等で啓発 

湯沢町 

 



【別添資料１】自動車通行空間の計画的な整備推進

魚沼ゴールデンサイクルルートの一部となる町道松川中子川原線（県道越後湯沢停車場岩原線～県道
土樽越後中里停車場線）の延長2.5㎞に、自転車の通行位置を示す「矢羽根型路面表示」を設置しました。

地理院地図（国土地理院）を使用

矢羽根型路面表示
施工区間
L＝2.5㎞

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイド
ライン」（平成28年7月国土交通省道路局・
警察庁交通局）に示される矢羽根型路面表
示を、「ナショナルサイクルルート指定要
件」に示される「100m程度の間隔」で設置。

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」
（平成28年7月国土交通省道路局・警察庁交通局）



【別添資料２】移動サービスの情報提供コンテンツの統一化

越後湯沢駅東口・西口のスキーバス乗り場・宿泊施設送迎バス乗り場にのりば番号を設置しました。

東口

１ 路線バス（苗場線）

２ 路線バス（旭原線）

３ 路線バス（土樽線）

４ 路線バス（六日町線）

５ 4社シャトルバス

神立（R4：西口→東口に移行）

GALA

石打丸山

ベルナティオ

６ 苗場プリンスホテル

10 湯沢パーク

シェラリゾート

トスラブ

11 岩原

21 舞子

グリーンプラザ上越

シャトー塩沢

グリーンピア津南

西口

31 NASPAニューオータニ

32 湯沢中里

エンゼルグランディア越後中里

(1) バス乗り場番号の整備

1



【別添資料２】移動サービスの情報提供コンテンツの統一化

2



【別添資料２】移動サービスの情報提供コンテンツの統一化

3

(2) 系統番号の附番



【別添資料２】移動サービスの情報提供コンテンツの統一化

4

(3) サイネージの設置



【別添資料２】移動サービスの情報提供コンテンツの統一化

5

(4) 越後湯沢駅構内サイン整備・誘導員配置



【別添資料３】自転車ルールマナーの啓発

「広報ゆざわ 6月号」において、魚沼ゴールデンサイクルルートの広報と合わせ、自転車通行空間の
説明等を中心とした啓発記事を掲載しました。

1



1　収入 （単位：円）

款 項 目 予算額 摘要

１負担金 １負担金 １負担金 264,000 町負担金

２補助金 １補助金 １補助金 0

３繰越金 １繰越金 １繰越金 0

４諸収入 １諸収入 １諸収入 0

合 計 264,000

２　支出 （単位：円）

款 項 目 予算額 摘要

１運営費 １会議費 １会議費 244,000 委員報酬、委員費用弁償

２事務費 １事務費 20,000 口座振込手数料

２事業費 １事業費 １事業費 0

３予備費 １予備費 １予備費 0

合 計 264,000

令和5年度　湯沢町地域公共交通活性化協議会　収支予算 資料５


